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１.事業の概要
事業の目的

① 真名川ダムの治水機能の確保
流域からの土砂の流出を抑制するとともに、真名川ダムの

治水機能を長期にわたって維持する。
② 公共施設の保全

岐阜県と福井県を結ぶ国道157号は、流域の荒廃のため交通
途絶することも多い。そのため、砂防事業により流域を保全
し、道路の通行を確保する。また、豊富な水資源を利用した
発電施設等を土砂災害から守る。
③ その他

流域内には奥越高原県立自然公園に指定された優れた自然
環境が多く残っている。この優れた自然環境を保全するとと
もに、山間レクリエーションの空間を確保する。

位置図

流域荒廃が進み土砂流出のポテンシャルが高まる

堆砂等により真名川ダムの治水機能が減少すると被害は甚大

・昭和40年の奥越豪雨により、流域内の旧西谷村、下流の大野市に甚大な被害が発生
・笹生川ダムには計画堆砂量の約23％にあたる約80万m3の土砂が貯水池に一気に流入

・昭和53年に真名川ダムが完成し、下流域の治水安全度が向上

・昭和53年度に直轄砂防事業を開始
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堰堤工･山腹工を実施

１.事業の概要

事業経緯･経過など



１.事業の概要
進捗状況

現在の施設整備状況は、堰堤工が27基、山腹工が5ha完成している。
前回委員会（H17年度）以降、平成20年度に堰堤工3基が完成し、発電所への被害を防止
する堰堤が1基出来た他、151,650m3の土砂整備が進んだ。

モッカ谷第二えん堤
(平成20年11月完成)

モッカ谷第二えん堤
(平成20年11月完成)

大雲谷第二えん堤
(平成20年11月完成)

大雲谷第二えん堤
(平成20年11月完成)

笹生川第三えん堤・魚道
(平成20年11月完成)

笹生川第三えん堤・魚道
(平成20年11月完成)
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中島第二発電所の
直接被害防止

笹生川ダムへの
流入土砂抑制

（※）整備対象土砂量とは
雨や雪により１００年間にダムに流入
する 全土砂量に対して、ダムの計画

堆砂量を超える部分を、砂防事業で
対応する整備対象土砂量としている

■土砂整備率(H21現在) 33.4%
整備済土砂量/整備対象土砂量（※）
＝629万ｍ3/1,884万ｍ3×100

真名川ダムへの
流入土砂抑制

モッカ谷第二堰堤

笹生川第三堰堤

大雲谷第二堰堤



 

【32年経過】 

堆 砂 率   ＝約9.08％ 

現在堆砂量  ＝1,816,000㎥ 
計画堆砂容量＝20,000,000 ㎥ 

 

笹生川ダム堆砂量の推移
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【53年経過】 

堆 砂 率   ＝約98.6％ 

全堆砂量   ＝3,450,000㎥ 
計画堆砂容量＝3,500,000㎥ 

２.事業の必要性等に関する視点
１）災害の発生状況(S40奥越豪雨/H16福井豪雨)

ダム貯水池への多量の土砂流入（→ダム堆砂量の急激な進行）

＜主要災害＞
■昭和40年 奥越豪雨

・真名川ダム直上流に位置していた西谷村が廃村
（総戸数272戸のうち184戸が被災）
・真名川流域での総降水量は1,044mmを記録し、
流域内には山腹崩壊、河岸洗掘が発生。

・土砂流出量： 280万m3

■平成16年 福井豪雨
・流出した土砂により、国道･公園･発電所などの
公共施設が被災。
・国道157号が斜面崩壊や渓岸浸食等により崩落･

流出し、長期的な交通途絶が発生。
・土砂流出量： 115万m3

＜ダム貯水池堆砂量の急激な進行＞

･1年間で計画堆砂量の約5%が堆砂
(過去26年間の総量と同じ土砂量
がわずか1年間で堆砂）

･1年間で計画堆砂量の約23%が堆砂
(堆砂量の急激な進行）

蝿
帽
子
川

笹生川ダム上流での異常堆砂
（蠅帽子川）

蝿
帽
子
川

笹生川ダム上流での異常堆砂
（蠅帽子川）

笹生川ダム

真名川ダム
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２.事業の必要性等に関する視点
１）災害の発生状況（H16福井豪雨）

土石流により発電所が被災､国道の交通途絶が発生

＜土石流被害の発生＞

雲
川

中島第二発電所土石流被害
（大雲谷川）

中島鎌谷土石流発生
（中島鎌谷川えん堤）

洪水で削り取られた中島公園
(雲川)

･発電所が被災
→ 電力供給が10ヵ月ストップ
→ 被害額 約3.1億円
(電力停止被害＋施設被害）

通行止め区間通行止め区間

＜国道157号(緊急輸送路)の交通途絶＞

＜交通途絶状況＞

・通行止め期間：7月18日～9月末
・区 間 ：国道157号(大野市中島～温見(県境）
・災害復旧 ：17箇所（366百万円）

※国道157号は福井県～岐阜県を結ぶ緊急輸送路として
指定されている

大規模な土砂崩壊 (雲川本川)

沢からの土石流
（上笹又、国道157号）

雲川雲川

通行できなくなった国道157号（中島）

渓流内の至る所で発生した渓岸侵食
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２.事業の必要性等に関する視点
２）事業の整備効果(1)

中期的な目標
九頭竜川水系において緊急度が高い９基の砂防堰堤整備を進める。

●H16福井豪雨では土石流により発電所等公共施設に被害が発生。
→H16福井豪雨時に発生した発電所及び中島公園に対する土石流被害の再発防止を図る。

●笹生川ダムは堆砂の進行が著しく計画堆砂容量に迫っている。
→笹生川ダム上流域の、全ての流入支川に堰堤工を整備し、流出土砂を抑制する。

＜中期的な目標の設定＞
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・直轄砂防事業の事業評価については、近年の厳しい財政状況や説明責任を求められる
中で、費用対効果分析についてもより一層の高度化が求められている。

・直轄砂防事業の事業評価では、計画完了までの長期間（数十年～百十数年等）を対象期
間としてきたが、既往災害対応や一定目標の達成を目的とした中期的な目標を定め、事
業を実施することとした。



２）事業の整備効果(２)

２.事業の必要性等に関する視点
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公共施設保全の観点から、H16福井豪雨時に発生した発電所及び関連施設、中島公園に
対する土石流被害の再発防止のために4基の堰堤工を整備する。



２）事業の整備効果(３)

２.事業の必要性等に関する視点

真名川ダムの治水機能確保の観点から、笹生川ダムへの土砂流入を抑制し､急激なダム
への堆砂進行を防ぎ、ダム機能を保全するため、全ての流入支川に堰堤工を整備し、流
出土砂を抑制するために5基（369.9千m3）の堰堤工を整備する。
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笹生川ダム堆砂状況
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Ⅱ
3.56万m3/年

Ⅲ
8.0万m3/年

Ⅳ
1.2万m3/年

堰堤工施工時期

昭和61年・62年に堰堤が整備され、Ⅰの期間と比較しⅡの期間では3.62万m3/年→ 3.56万m3/年と堆砂ペースが低減
している。さらにⅢの期間では堆砂が著しく進行したものの、平成12年～14年と堰堤が完成したことから、Ⅳの期間
では1.2万m3/年となり堰堤の効果により堆砂ペースがⅠの期間の1/3程度となった。



２.事業の必要性等に関する視点
３）事業の投資効果

■費用便益比

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である
※２ 便益・費用については整数値としており、合計値は表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある

治水経済調査マニュアル（案）H17.4及び土石流対策事業の費用便益分析マニュアル（案）H12年度版、
「平成22年度に事業評価を予定する直轄砂防事業の費用対効果分析の試行について」（平成22年2月3日事務連絡）に
基づき、費用便益比を算出。

■便益（Ｂ）
現時点における知見より、十分な精度で計測が可能でかつ費用算定が可能である項目の便益を目的ごとに算出。

【１】土石流被害軽減便益：（土石流直接被害、土石流間接被害、交通途絶被害）
【２】貯水池被害軽減便益：（貯水池内への堆砂対策被害）

■費用（Ｃ)
砂防施設整備に係る建設費
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■算出条件等
基準年 ：平成22年度
検討期間 ：中期目標＋供用期間
現在価値算出のための
社会的割引率 ：4％

3,270

事業費

（総費用）

88

残存

価値

5,214

【2】

貯水池

被害軽減

88

【１】

土石流

被害軽減

1.65,390
中期目標

残事業

総便益

便益（B）

（百万円） 費 用

便益比

（B／C）

費用（C)

（百万円）

項 目



２.事業の必要性等に関する視点
４）関係自治体の意見等

■ 福井県知事

九頭竜川水系砂防事業の対応方針（原案）「事業継続」については、基本的には
異存なし。

既に着手した堰堤の早期完成を図るとともに、笹生川ダムの堆砂を抑制する箇
所を優先的に整備し早期の効果発現に努めること。なお、事業実施に当たっては、
一層のコスト縮減に努めること。

9

平成22年11月8日 土政推第392号

近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針(原案)の作成に係る意見照会
について(回答)



３.事業進捗の見込みの視点

○ 直接被害の軽減

○ 貯水池被害の軽減

10

■九頭竜川水系では、9箇所（9基）の砂防堰堤を整備する。
現在施工中の蠅帽子川第二堰堤 、中島鎌谷川第二堰堤の工事を進め、順次、用地取得済みのカミ川
堰堤、大雲谷第三堰堤の工事に着手し、緊急性の高い、公共施設を守る堰堤と笹生川ダムの堆砂を
抑制する堰堤の整備を進め、砂防堰堤を完成させる。



４.コスト縮減や代替案等の可能性の視点

残存型枠による施工状況
（下秋生堰堤）
足場が不要となり、安全
な内部での作業となる。

→ コスト縮減額 2百万円

厚層基材付き植生マット
厚層基材付き植生マット
（登り谷山腹工）

→コスト縮減額 3百万円

砂防ソイルセメントによる
施工状況（ISM工法）
（中島鎌谷第二砂防堰堤）
掘削残土を有効利用する。

→ コスト縮減額 5百万円

砂防ソイルセメントによる
施工状況（INSEM-SBｳｫｰﾙ工法）

（蠅帽子川第二砂防堰堤）
掘削残土を有効利用する。

→ コスト縮減額 20百万円

※コスト縮減額は直接工事費ベース
11

● 残存型枠工法・・・足場など仮設工事費の削減、工期の短縮

● 砂防ソイルセメント・・・現地土砂の有効利用による施工コストの縮減

● 厚層基材付き植生マット・・・盛土作業を行うことなく植生工を実施することにより、工事費の削減



５.対応方針（原案) 九頭竜川水系砂防事業

(１）事業の必要性等に関する視点

■ 堆砂の進行が著しく緊急性の高い笹生川ダムへの土砂流入の抑制や、平成16年の福井豪雨を
受け、土石流災害を受けた発電所など公共施設の保全を整備する。

■ 中期的な目標の残事業での費用便益比（Ｂ/Ｃ）は1.6。

(２）事業進捗の見込みの視点

■ 平成17年以降の5年間において、3基の堰堤が完成し事業は順調に進んでいる。
■ 現在、施工中・用地買収済みの4基の砂防堰堤の施工を進めるとともに中期的な目標における

残り5基の現地調査、予備・詳細設計および施工を進めることにより、発電施設等に対する土砂
災害が防止出来る他、堆砂の進行が著しく緊急性の高い笹生川ダムの治水機能の確保を図る
ことが出来る。

(３）コスト縮減や代替案等の可能性の視点

■ 現地発生材の利用や仮設工事費の削減などにより、コストの縮減に努めて行く。

(４）関係自治体の意見等
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以上のことから、九頭竜川水系砂防事業を継続することが適切である。

■対応方針（原案）「事業継続」については、基本的には異存なし。

【対応方針（原案）】
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【前回評価時との対比表】 【参考資料】

事業名　　　　　：　九頭竜川水系砂防事業
事業化年度　　：　昭和５３年度

前回評価 今回評価
平成１８年２月 平成２２年１１月

再評価理由 再評価実施後５年経過

事業諸元

管内の流域面積：　223.7ｋｍ2

主な河川：　真名川、雲川、笹生川
主な地質：　砂岩、粘板岩、礫岩

整備対象土砂量：　18,840,000ｍ3

同左

全体事業費 1,083 億円 1,083 億円

H12～16の整備
 ・ 砂防堰堤       7基   （累計24基）

H17～21の整備
 ・ 砂防堰堤         3基   （累計 27基）

整備率29％

（整備済み土砂量5,482,320m3）

整備率33.4％

（整備済み土砂量6,290,000m3）
・他官庁施設の配置状況を確
認し施設効果量を考慮。

費用対効果
Ｂ／Ｃ

全体　1.2 中期的な目標の残事業　1.6

備考

＊中期的な目標の設定
・近年の厳しい財政状況や説
明責任を求められる中で、費
用対効果についてもより一層
の高度化が求められている。
一定目標の達成を目的とした
整備可能な施設整備の目標を
設定することとした。

（前回評価時の意見） 『今後とも客観的・合理的な評価手法の開発に努め
られたい。』
①既往災害対応や一定目標の達成を目的として中期的な目標を設定。
②B/Cの算出方法は、中期目標による残事業に社会的割引率を考慮し、
年便益を評価した総便益／総費用に変更。

（主な変更理由）

進捗状況

平成２２年度　第４回事業評価監視委員会



様式-3

被害額 水系名： 九頭竜川水系 (単位：千円)
現況施設時 流量規模： 1/10

償却 在庫 償却 在庫
清掃
労働
対価

代替
活動等

小計

土石流　直接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 263 263 0 0 0 0 0 0 0 0 263

土石流　間接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 238 238 0 0 0 0 0 0 0 0 238

土石流　交通途絶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 306 306 0 0 0 0 0 0 0 0 306

貯水池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48,393 48,393 0 0 0 0 0 0 0 0 48,393

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49,200 49,200 0 0 0 0 0 0 0 0 49,200

被害額 水系名： 九頭竜川水系 (単位：千円)
現況施設時 流量規模： 1/20

償却 在庫 償却 在庫
清掃
労働
対価

代替
活動等

小計

土石流　直接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 329 329 0 0 0 0 0 0 0 0 329

土石流　間接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 298 298 0 0 0 0 0 0 0 0 298

土石流　交通途絶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 383 383 0 0 0 0 0 0 0 0 383

貯水池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60,521 60,521 0 0 0 0 0 0 0 0 60,521

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61,531 61,531 0 0 0 0 0 0 0 0 61,531

被害額 水系名： 九頭竜川水系 (単位：千円)
現況施設時 流量規模： 1/100

償却 在庫 償却 在庫
清掃
労働
対価

代替
活動等

小計

土石流　直接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 562 562 0 0 0 0 0 0 0 0 562

土石流　間接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 509 509 0 0 0 0 0 0 0 0 509

土石流　交通途絶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 654 654 0 0 0 0 0 0 0 0 654

貯水池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 103,284 103,284 0 0 0 0 0 0 0 0 103,284

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 105,009 105,009 0 0 0 0 0 0 0 0 105,009

合計 備考
家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
直接

被害計

間接被害

間接
被害
計

人的
被害額

営業
停止
損失

家庭における応急対策費用

事業における
応急対策費用

小計
氾濫ブロック

一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

合計 備考
家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
直接

被害計

間接被害

間接
被害
計

人的
被害額

営業
停止
損失

家庭における応急対策費用

事業における
応急対策費用

小計
氾濫ブロック

一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

備考

間接被害

小計

間接
被害
計

人的
被害額

合計

家庭における応急対策費用
営業
停止
損失

事業における
応急対策費用

直接
被害計小計 小計水稲 畑作物

公共土木
施設等
被害額

農作物被害額

家屋
氾濫ブロック

家庭用品

一般資産被害額

事業所資産 農漁家資産

様式-1,2　該当なし



様式-3

被害額 水系名： 九頭竜川水系 (単位：千円)
中期計画完了時 流量規模： 1/10

償却 在庫 償却 在庫
清掃
労働
対価

代替
活動等

小計

土石流　直接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 250 0 0 0 0 0 0 0 0 250

土石流　間接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 226 226 0 0 0 0 0 0 0 0 226

土石流　交通途絶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 291 291 0 0 0 0 0 0 0 0 291

貯水池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46,058 46,058 0 0 0 0 0 0 0 0 46,058

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46,826 46,826 0 0 0 0 0 0 0 0 46,826

被害額 水系名： 九頭竜川水系 (単位：千円)
中期計画完了時 流量規模： 1/20

償却 在庫 償却 在庫
清掃
労働
対価

代替
活動等

小計

土石流　直接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 313 313 0 0 0 0 0 0 0 0 313

土石流　間接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 283 283 0 0 0 0 0 0 0 0 283

土石流　交通途絶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 364 364 0 0 0 0 0 0 0 0 364

貯水池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 57,601 57,601 0 0 0 0 0 0 0 0 57,601

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 58,561 58,561 0 0 0 0 0 0 0 0 58,561

被害額 水系名： 九頭竜川水系 (単位：千円)
中期計画完了時 流量規模： 1/100

償却 在庫 償却 在庫
清掃
労働
対価

代替
活動等

小計

土石流　直接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 535 535 0 0 0 0 0 0 0 0 535

土石流　間接被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 484 484 0 0 0 0 0 0 0 0 484

土石流　交通途絶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 622 622 0 0 0 0 0 0 0 0 622

貯水池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 98,301 98,301 0 0 0 0 0 0 0 0 98,301

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 99,942 99,942 0 0 0 0 0 0 0 0 99,942

合計 備考
家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
直接

被害計

間接被害

間接
被害
計

人的
被害額

営業
停止
損失

家庭における応急対策費用

事業における
応急対策費用

小計
氾濫ブロック

一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

合計 備考
家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
直接

被害計

間接被害

間接
被害
計

人的
被害額

営業
停止
損失

家庭における応急対策費用

事業における
応急対策費用

小計
氾濫ブロック

一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

合計 備考
家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
直接

被害計

間接被害

間接
被害
計

人的
被害額

営業
停止
損失

家庭における応急対策費用

事業における
応急対策費用

小計
氾濫ブロック

一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額



様式-4

年平均被害軽減期待額
九頭竜川水系

残事業（中期事業） 土石流：直接被害

1/10 0.100 263.00 250.00 13.00 -  -  - 
1/20 0.050 329.00 313.00 16.00 14.50 0.05 0.73 0.73
1/100 0.010 562.00 535.00 27.00 21.50 0.04 0.86 1.59

1.59
①
百万円

残事業（中期事業） 土石流：間接被害

1/10 0.100 238.00 226.00 12.00 -  -  - 
1/20 0.050 298.00 283.00 15.00 13.50 0.05 0.68 0.68
1/100 0.010 509.00 484.00 25.00 20.00 0.04 0.80 1.48

1.48
②
百万円

残事業（中期事業） 土石流：交通途絶

1/10 0.100 306.00 291.00 15.00 -  -  - 
1/20 0.050 383.00 364.30 18.70 16.85 0.05 0.84 0.84
1/100 0.010 654.00 622.00 32.00 25.35 0.04 1.01 1.86

1.86
③
百万円

備考①事業を実施
しない場合
（現況）

②事業を実施
した場合

（中期事業）

③
被害軽減額
(①-②)

区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

年平均被害額の累計
=年平均被害軽減期待額

①事業を実施
しない場合
（現況）

②事業を実施
した場合

（中期事業）

③
被害軽減額
(①-②)

確率
雨量

区間平均
超過確率

被害額

年平均被害額の累計
=年平均被害軽減期待額

備考

確率
雨量

区間平均
超過確率

被害額

区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

年平均被害額の累計
=年平均被害軽減期待額

備考

確率
雨量

区間平均
超過確率

年平均
被害額

①事業を実施
しない場合
（現況）

②事業を実施
した場合

（中期事業）

③
被害軽減額
(①-②)

被害額

区間平均
被害額

区間確率



様式-4

年平均被害軽減期待額
九頭竜川水系

残事業（中期事業） 貯水池

1/10 0.100 48,393.20 46,058.30 2,334.90 -  -  - 
1/20 0.050 60,520.70 57,601.20 2,919.50 2,627.20 0.05 131.36 131.36
1/100 0.010 103,284.00 98,301.20 4,982.80 3,951.15 0.04 158.05 289.41

289.41
④
百万円

年平均被害額の累計
=年平均被害軽減期待額

備考
確率
雨量

区間平均
超過確率

区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

被害額

③
被害軽減額
(①-②)

①事業を実施
しない場合
（現況）

②事業を実施
した場合

（中期事業）
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